
つくば市平成29年６月定例記者会見 資料一覧

平成29年６月１日(木)

市長公室広報広聴課

１ 「総合運動公園用地として取得した土地」の返還交渉等について

２ 庁議報告（５月30日開催）

（１）「つくば市科学技術振興指針（第２期）」の策定について

【政策イノベーション部 科学技術振興課】

（２）災害時の職員各自の初動配備に係る行動の確認の実施について

【市長公室 危機管理課】

（３）平成29年度「つくば市パブリックコメント手続」実施予定案件について

【政策イノベーション部 企画経営課】

（４）ワークライフバランス推進に向けた職員の勤務状況報告等について

【総務部 人事課ワークライフバランス推進室】

３ イベント等情報

（１）つくばメディカル塾

【市長公室 広報広聴課シティプロモーション室】

（２）つくば市イベント情報（６・７月）

【市長公室 広報広聴課】

４ その他



















平成29年５月30日庁議付議事案書（No.１）
政策イノベーション部 科学技術振興課

件名 「つくば市科学技術振興指針（第２期）」の策定について

内容 １ 趣旨

市内に集積する科学技術をまちづくりにいかすことを目的として，平成

24年10月に「つくば市科学技術振興指針」を策定した。同指針の計画期間

満了に伴い，科学技術をこれまで以上に産業，農業，観光，文化，教育等

の様々な分野へ活用することで，地域のすべての方々が夢や希望を持つこ

とのできる「世界の明日が見えるまち」の実現を目指して「つくば市科学

技術振興指針（第２期）」を策定する。

２ 経過

平成28年８月 つくば市科学技術振興指針策定懇話会（４回）

～平成29年２月

平成29年４月 パブリックコメント実施

募集期間 平成29年４月７日～５月８日[32日間]

実施結果 意見提出 ６名 16件

平成29年５月 つくば市科学技術振興指針策定懇話会

※パブリックコメントの実施結果については，科学技術振興課（市役所５階），

市ホームページ，情報コーナー（市役所１階），各窓口センター，各地域

交流センター，つくばイノベーションプラザで公表するとともに，本指針

については，市ホームページを通じて市民に公表する。

効果等 つくば市科学技術振興指針策定懇話会での意見に加え，パブリックコメン

トにより市民からいただいた意見を参考に策定した本指針に基づき，科学技

術を様々な分野に活用することで，市民生活の向上や様々な課題の克服を推

進していく。



平成29年５月30日庁議付議事案書（No.２）
市長公室 危機管理課

件名 災害時の職員各自の初動配備に係る行動の確認の実施について

内容 １ 趣旨

地域防災計画の配備基準については，先に平成29年４月の組織改編に伴

う修正を行ったが，現在，各部の役割と初動配備体制を追加も含め再確認

中。この作業を経て，地域防災計画の行動マニュアルの改定を完了させる

予定。さらにその後に，チェックシート（別紙１）により職員各自が初動

配備に係る行動を確認するものとする。

チェックシートを職員自らが作成することで，自分のするべき行動を再

認識できることに加え，別紙２により各部局ごとに災害の状況に応じた参

集人員，参集場所，初期行動を把握することで，発災時の円滑な対応を図

ることを目的に実施するものである。

２ 対象職員

全職員（消防職，各小中学校関係職員を除く。）

３ 実施方法

別紙３のとおり

効果等 地域防災計画の理解増進や職員各人の行動パターンの確認，各部局ごとの

初動体制の確立が図れる。



平成29年５月30日庁議付議事案書（No.３）
政策イノベーション部 企画経営課

件名 平成29年度「つくば市パブリックコメント手続」実施予定案件について

内容 １ 趣旨

パブリックコメントは，市民の市政への積極的な参画を促進し，政策形

成過程の公正性及び透明性の向上を図るとともに，市民との協働による市

政の推進を目的として実施している。

２ 予定案件数（平成29年５月30日現在）

12件

（参考）平成28年度の実施状況

「つくば市パブリックコメント手続に関する要綱」に基づき，９件の計

画，条例等の案を公表し，以下のとおり意見の提出を受け，計画，条例等

に反映された。

(1) 実施案件 ９件（計画 ７件，条例 ２件）

(2) 意見の提出があった案件 ８件（計画 ６件，条例 ２件）

(3) 提出者数／意見数 48人（団体を含む） ／ 216件

(4) 意見により修正があった案件 ７件（計画 ６件，条例 １件）

効果等 今年度予定している案件について，事前に情報共有することで，審議等が

効果的に行えるようになる。



平成29年５月30日庁議付議事案書（No.４）
総務部 人事課ワークライフバランス推進室

件名 ワークライフバランス推進に向けた職員の勤務状況報告等について

内容 １ 計画に基づく職場環境の整備状況

市では，「つくば市特定事業主行動計画」及び「つくば市における女性

職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画」を策定し，仕事と子育

ての両立を実現できる職場内環境の整備に取り組んでいる。

計画の指標に対する昨年度の達成状況を報告する。

指標 目標値（H31） 実績値（H28）

育児休業取得率 女性 100％ 女性 100％

男性 10％以上 男性 5.4％

出産補助休暇取得率 70％ 78.4％

年間360時間を超える時間外 55人以下（H31目標） 96人

勤務をした職員数 66人以下（H28目標）

水曜日のノー残業デー達成率 90％以上 88.8％

年休取得率 90％以上 65.5％

指標 目標値（H32） 実績値（H29）

係長に占める女性職員の割合 25％以上 21.9％

２ 時間外勤務の縮減に向けた今年度の具体的な取組

一人一人の職員が働き方を見直すことによって，仕事と生活がお互い

に良い影響を及ぼし合いながら相乗効果を生み出し，仕事と生活の両方

が充実したものとなる職員のワークライフバランスを推進するため，時

間外勤務の縮減を重点目標とした取組を進めていく。

・ワークライフバランスに関する職員アンケートの実施

・時間外勤務の事前手続きの徹底

・水曜日のノー残業デーの実施

・午後８時の本庁舎一斉消灯

・出退勤時間等管理の徹底

・働き方見直しと行動変革を目的とした管理職研修の実施

・モデル課を選定し効率的な業務の進め方に関するコンサルティング

による成功事例の共有

効果等 職員一人一人が計画内容を理解し，働き方見直しの必要性を共有するこ

とで，職員全体の取組として意識付けできる。



平成29年６月定例記者会見 イベント等情報

市長公室 広報広聴課 シティプロモーション室

つくばメディカル塾～医療人の技（わざ）を体験～

イベント等名 第１回：外科の基本 針と糸を使うテクニック

―これができれば血管も縫える！

１ 趣旨・目的 BiViつくば２階つくば総合インフォメーションセンター交流

サロンにおいては，つくばならではの「多様性のあるまち」の

魅力を発信していくため，平成29年度より科学分野に加えて国

際交流，ヘルスケア，CSRなどの分野にも拡大し，各種イベント

を開催している。その一環として，市は将来を担う世代の教育

や人的交流の活性化に貢献すべく，筑波メディカルセンターと

共催で医療を志す学生の増加を目指した「つくばメディカル塾」

を開催する。

このほか，昨年度好評を博した科学実験教室，市内の業務用

チョコレート製造企業のCSR活動との協働によるチョコレート

啓蒙イベントなど，つくばならではのイベントの開催を予定し

ている。

２ 日時 平成29年６月22日（木）18:30～20:00

３ 場所 BiViつくば２階つくば総合インフォメーションセンター交流

サロン

４ 内容 筑波メディカルセンターの整形外科医師による講義と実演，

縫合体験キット（皮膚パッドと血管を模したシリコン管）を用

いた体験などを実施。

５ 対象者等 学生（中学生以上），参加費無料，定員30名

事前申込（6/1～6/13）（超える場合は抽選）

６ 主催等 共催：つくば市，筑波メディカルセンター病院

７ 特記事項 交流サロンでは，研究機関が夜の時間帯に開催している「サ

イエンスカフェ」が人気で，中学生や高校生など学生の参加者

が数多く，将来を担う世代の人的交流が活発な場となっている。

医療や介護の実際や，そこに従事する人材の役割の理解を促

進し，医療者を志す学生の増加を期待している。月一回程度の

頻度で様々なテーマの講義を開催予定。


